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羽幌町外２町村衛生施設組合分別収集計画

１．計画策定の意義

快適でうるおいのある生活環境の創造のためには、大量生産、大量消費、大

量廃棄に支えられた社会経済・ライフスタイルを見直し、循環型社会を形成し

ていく必要がある。そのためには、社会を構成する主体がそれぞれの立場でそ

の役割を認識し、履行していくことが重要である。

本計画は、容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律（以

下「法」という）第８条に基づいて一般廃棄物の大宗を占める容器包装廃棄物

を分別収集し、及び地域における容器包装廃棄物の３Ｒ（リデュース、リユー

ス、リサイクル）を推進し、住民・事業者・行政それぞれの役割や、具体的な

推進方策を明らかにするとともに、これを公表することにより、すべての関係

者が一体となって取り組むべき方針を示したものである。

本計画の推進により、容器包装廃棄物の３Ｒを推進するとともに、もって、

廃棄物の減量や資源の有効利用が図られ、循環型社会の形成が図られるもので

ある。

２．基本的方向

本計画を実施するに当たっての基本的方向は、次のとおりである。

（１）容器包装廃棄物の発生抑制、再使用、リサイクルを基本とした地域社会づ

くり

（２）全ての関係者が一体となった取組みによる環境負荷の低減

３．計画期間

本計画の計画期間は、平成２０年４月を始期とする５年間とし、３年ごとに

改定する。
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４．対象品目

本計画は、容器包装廃棄物のうち、スチール製容器、アルミ製容器、ガラス

製容器（無色、茶色、その他）、飲料用紙製容器、段ボール、紙製容器包装、

ペットボトル、プラスチック製容器包装を対象とする。

金 属 スチール製容器

アルミ製容器

ガラス 無色のガラス製容器

茶色のガラス製容器 10

その他のガラス製容器

紙 類 飲料用紙製容器 品

段 ボ ー ル

紙製容器包装 目

プラスチック ペットボトル

プラスチック製容器包装

図－１ 容器包装リサイクル法に係る分別収集の対象品目
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５．各年度における容器包装廃棄物の排出量の見込み（法第8条第2項第1号）

計画期間5年間の各年度における容器包装廃棄物の排出量の見込みは表－１の

とおりである。

表－１（１） 各年度における容器包装廃棄物の排出量の見込み（組合圏域）

単位：ｔ／年

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

ス チ ー ル 製 容 器 94.1 92.8 91.5 90.4 89.3

ア ル ミ 製 容 器 41.8 41.3 40.7 40.1 39.7

無色のガラス製容器 48.8 48.2 47.4 46.9 46.3

茶色のガラス製容器 137.3 135.5 133.7 132.0 130.4

その他のガラス製容器 38.6 38.0 37.6 37.1 36.6

飲 料 用 紙 製 容 器 7.5 7.4 7.2 7.2 7.1

段 ボ ー ル 454.6 448.6 442.9 437.2 431.7

紙 製 容 器 包 装 189.7 187.2 184.8 182.5 180.2

ペ ッ ト ボ ト ル 66.7 65.8 64.9 64.1 63.3

プラスチック製容器包装 306.9 302.9 298.9 295.0 291.4

容器包装廃棄物
1,386.0 1,367.7 1,349.6 1,332.5 1,316.0

合 計
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表－１（２） 各年度における容器包装廃棄物の排出量の見込み（羽幌町）

単位：ｔ／年

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

ス チ ー ル 製 容 器 57.7 57.1 56.5 56.0 55.5

ア ル ミ 製 容 器 25.6 25.4 25.1 24.9 24.7

無色のガラス製容器 29.9 29.6 29.3 29.1 28.8

茶色のガラス製容器 84.2 83.4 82.6 81.8 81.1

その他のガラス製容器 23.7 23.4 23.2 23.0 22.8

飲 料 用 紙 製 容 器 4.6 4.5 4.5 4.5 4.4

段 ボ ー ル 278.7 276.0 273.4 270.9 268.4

紙 製 容 器 包 装 116.3 115.2 114.1 113.1 112.1

ペ ッ ト ボ ト ル 40.9 40.5 40.1 39.7 39.4

プラスチック製容器包装 188.1 186.3 184.5 182.8 181.2

容器包装廃棄物
849.7 841.4 833.3 825.8 818.4

合 計
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表－１（３） 各年度における容器包装廃棄物の排出量の見込み（苫前町）

単位：ｔ／年

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

ス チ ー ル 製 容 器 26.6 26.1 25.7 25.3 24.9

ア ル ミ 製 容 器 11.8 11.6 11.4 11.2 11.1

無色のガラス製容器 13.8 13.6 13.3 13.1 12.9

茶色のガラス製容器 38.8 38.1 37.5 36.9 36.3

その他のガラス製容器 10.9 10.7 10.6 10.4 10.2

飲 料 用 紙 製 容 器 2.1 2.1 2.0 2.0 2.0

段 ボ ー ル 128.4 126.3 124.3 122.3 120.3

紙 製 容 器 包 装 53.6 52.7 51.9 51.0 50.2

ペ ッ ト ボ ト ル 18.8 18.5 18.2 17.9 17.6

プラスチック製容器包装 86.7 85.3 83.9 82.5 81.2

容器包装廃棄物
391.5 385.0 378.8 372.6 366.7

合 計
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表－１（４） 各年度における容器包装廃棄物の排出量の見込み（初山別村）

単位：ｔ／年

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

ス チ ー ル 製 容 器 9.8 9.6 9.3 9.1 8.9

ア ル ミ 製 容 器 4.4 4.3 4.2 4.0 3.9

無色のガラス製容器 5.1 5.0 4.8 4.7 4.6

茶色のガラス製容器 14.3 14.0 13.6 13.3 13.0

その他のガラス製容器 4.0 3.9 3.8 3.7 3.6

飲 料 用 紙 製 容 器 0.8 0.8 0.7 0.7 0.7

段 ボ ー ル 47.5 46.3 45.2 44.0 43.0

紙 製 容 器 包 装 19.8 19.3 18.8 18.4 17.9

ペ ッ ト ボ ト ル 7.0 6.8 6.6 6.5 6.3

プラスチック製容器包装 32.1 31.3 30.5 29.7 29.0

容器包装廃棄物
144.8 141.3 137.5 134.1 130.9

合 計



- 9 -

６．容器包装廃棄物の排出の抑制の促進するための方策に関する事項

（法第8条第2項第2号）

容器包装廃棄物の排出の抑制の促進を図るため、以下の方策を実施する。な

お、実施に当たっては、住民、事業者、再生事業者等がそれぞれの立場から役

割を分担し、相互に協力・連携を図ることが重要である。

（１）啓発活動の実施

広報、パンフレット等による住民への啓発、学校での教育、町内会、婦人

会、子ども会への働きかけ、フリーマーケットの開催などによって“ごみ及

び容器包装廃棄物”に対する意識の高揚を図る。

ごみの排出抑制、分別排出、再生利用の意義及び効果、ごみの適切な出し

方に関する教育啓発活動に積極的に取り組む。

（２）集団回収の推進

空き缶、空きびん、古紙などの集団回収を推進することによって排出抑制

効果を図る。

（３）過剰包装の抑制

簡易包装の協力店や商店街等との地域協定や、スーパーマーケット等小売

店での包装の簡素化を推進する。

（４）販売包装の有料化、買い物袋の持参の徹底

レジ袋等の容器包装の有料化、繰り返し使用が可能な買い物袋（マイバッ

グ）の持参の徹底等の普及啓発、指導、地域協定を活用した関係者の連携方

策等を行い、スーパーマーケット等の小売店での容器包装の使用の合理化を

行う。

（５）リサイクルに有利な製品の活用

リターナブル容器、再生資源を原材料として利用した製品の積極的な利用、

販売を促進する。

表－２ 排出抑制の方策

方 策 名 事 業 内 容

リサイクルプラザ 施設見学会を実施し、住民・事業者に対し、廃棄物の

における情報提供 発生抑制及び分別排出に関する意識の啓発に努める。

ごみ減量出前講座 ごみの減量化やリサイクルなどのごみ問題について、

一層の理解と関心を持ってもらうように、自治会や学

校その他各種グループからの要請に応じて職員が説明

を行う。
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７．分別収集をするものとした容器包装廃棄物の種類及び当該容器包装廃棄

物の収集に係る分別の区分（法第8条第2項第3号）

廃棄物処理施設の稼働状況及び再商品化計画等を総合的に勘案し、分別収集

する容器包装廃棄物の種類を下表左欄のように定める。

また、住民の協力度、収集機材、選別施設等を勘案し、収集に係る分別の区

分は、下表右欄のとおりとする。

分 別 収 集 す る 容 器 包 装 の 種 類 収集に係る分別の区分

主としてスチール製の容器 缶 類

主としてアルミ製の容器

主として 無色のガラス製容器 びん類

ガラス製の 茶色のガラス製容器

容器 その他のガラス製容器

主として紙製の容器であって飲料を充てんするため 飲料用紙パック

のもの（原材料としてアルミニウムが利用されてい

るものを除く）

主として段ボール製の容器 段ボール

主として紙類の容器包装であって上記以外のもの 紙製容器包装

主としてポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）製 ペットボトル

の容器であって飲料またはしょうゆを充てんするた

めのもの

プラスチック製容器包装主としてプラスチック製の容器包装であって上記以

外のもの
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８．各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量

及び容器包装リサイクル法第２条第６項に規定する主務省令で定める物

の量の見込み

（法第8条第2項第4号）

（組合圏域） 単位：ｔ／年

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

80.0 79.8 79.7 79.6 79.4主としてスチール製の容器

35.5 35.5 35.4 35.4 35.3主としてアルミ製の容器

（合計） （合計） （合計） （合計） （合計）無色のガラス製容器

29.4 29.4 29.5 29.6 29.7

（独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量）（引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量）

29.4 0 29.4 0 29.5 0 29.6 0 29.7 0

（合計） （合計） （合計） （合計） （合計）茶色のガラス製容器

82.4 82.6 83.0 83.2 83.4

（独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量）（引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量）

82.4 0 82.6 0 83.0 0 83.2 0 83.4 0

（合計） （合計） （合計） （合計） （合計）その他のガラス製容器

23.1 23.2 23.3 23.4 23.4

（独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量）（引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量）

23.1 0 23.2 0 23.3 0 23.4 0 23.4 0

主として紙製の容器であ

って飲料を充てんするた

7.1 7.1 7.1 7.1 7.1めのもの（原材料として

アルミニウムが利用され

ているものを除く。）

431.9 430.8 429.5 428.4 427.4主として段ボール製の容器

（合計） （合計） （合計） （合計） （合計）主として紙製の容器包装

123.3 123.6 123.8 124.1 124.3であって上記以外のもの

（独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量）（引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量）

123.3 0 123.6 0 123.8 0 124.1 0 124.3 0

（合計） （合計） （合計） （合計） （合計）主としてポリエチレンテ

56.7 56.5 56.6 56.5 56.3レフタレート(PET) 製の

容器であって飲料又はし

（独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量）ょうゆその他主務大臣が （引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量）

56.7 0 56.5 0 56.6 0 56.5 0 56.3 0定める商品を充てんする

ためのもの

（合計） （合計） （合計） （合計） （合計）主としてプラスチック製

199.4 199.9 200.2 200.6 201.0の容器包装であって上記

以外のもの

（独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量）（引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量）

199.4 0 199.9 0 200.2 0 200.6 0 201.0 0

（合計） （合計） （合計） （合計） （合計）（うち白色トレイ）

0 0 0 0 0

（独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量）（引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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分別基準適合物の見込み

（羽幌町） 単位：ｔ／年

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

49.0 49.1 49.2 49.3 49.4主としてスチール製の容器

21.8 21.8 21.9 21.9 22.0主としてアルミ製の容器

（合計） （合計） （合計） （合計） （合計）無色のガラス製容器

18.0 18.1 18.2 18.3 18.4

（独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量）（引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量）

18.0 0 18.1 0 18.2 0 18.3 0 18.4 0

（合計） （合計） （合計） （合計） （合計）茶色のガラス製容器

50.5 50.8 51.2 51.5 51.9

（独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量）（引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量）

50.5 0 50.8 0 51.2 0 51.5 0 51.9 0

（合計） （合計） （合計） （合計） （合計）その他のガラス製容器

14.2 14.3 14.4 14.5 14.6

（独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量）（引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量）

14.2 0 14.3 0 14.4 0 14.5 0 14.6 0

主として紙製の容器であ

って飲料を充てんするた

4.4 4.4 4.4 4.4 4.4めのもの（原材料として

アルミニウムが利用され

ているものを除く。）

264.8 265.0 265.2 265.4 265.8主として段ボール製の容器

（合計） （合計） （合計） （合計） （合計）主として紙製の容器包装

75.6 76.0 76.4 76.9 77.3であって上記以外のもの

（独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量）（引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量）

75.6 0 76.0 0 76.4 0 76.9 0 77.3 0

（合計） （合計） （合計） （合計） （合計）主としてポリエチレンテ

34.8 34.8 34.9 35.0 35.0レフタレート(PET) 製の

容器であって飲料又はし

（独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量）ょうゆその他主務大臣が （引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量）

34.8 0 34.8 0 34.9 0 35.0 0 35.0 0定める商品を充てんする

ためのもの

（合計） （合計） （合計） （合計） （合計）主としてプラスチック製

122.3 123.0 123.6 124.3 125.0の容器包装であって上記

以外のもの

（独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量）（引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量）

122.3 0 123.0 0 123.6 0 124.3 0 125.0 0

（合計） （合計） （合計） （合計） （合計）（うち白色トレイ）

0 0 0 0 0

（独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量）（引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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分別基準適合物の見込み

（苫前町） 単位：ｔ／年

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

22.6 22.5 22.4 22.3 22.1主としてスチール製の容器

10.0 10.0 9.9 9.9 9.8主としてアルミ製の容器

（合計） （合計） （合計） （合計） （合計）無色のガラス製容器

8.3 8.3 8.3 8.3 8.3

（独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量）（引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量）

8.3 0 8.3 0 8.3 0 8.3 0 8.3 0

（合計） （合計） （合計） （合計） （合計）茶色のガラス製容器

23.3 23.3 23.3 23.3 23.2

（独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量）（引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量）

23.3 0 23.3 0 23.3 0 23.3 0 23.2 0

（合計） （合計） （合計） （合計） （合計）その他のガラス製容器

6.5 6.5 6.5 6.5 6.5

（独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量）（引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量）

6.5 0 6.5 0 6.5 0 6.5 0 6.5 0

主として紙製の容器であ

って飲料を充てんするた

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0めのもの（原材料として

アルミニウムが利用され

ているものを除く。）

122.0 121.3 120.5 119.8 119.1主として段ボール製の容器

（合計） （合計） （合計） （合計） （合計）主として紙製の容器包装

34.8 34.8 34.8 34.7 34.6であって上記以外のもの

（独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量）（引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量）

34.8 0 34.8 0 34.8 0 34.7 0 34.6 0

（合計） （合計） （合計） （合計） （合計）主としてポリエチレンテ

16.0 15.9 15.9 15.8 15.7レフタレート(PET) 製の

容器であって飲料又はし

（独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量）ょうゆその他主務大臣が （引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量）

16.0 0 15.9 0 15.9 0 15.8 0 15.7 0定める商品を充てんする

ためのもの

（合計） （合計） （合計） （合計） （合計）主としてプラスチック製

56.3 56.3 56.2 56.1 56.0の容器包装であって上記

以外のもの

（独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量）（引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量）

56.3 0 56.3 0 56.2 0 56.1 0 56.0 0

（合計） （合計） （合計） （合計） （合計）（うち白色トレイ）

0 0 0 0 0

（独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量）（引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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分別基準適合物の見込み

（初山別村） 単位：ｔ／年

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

8.4 8.2 8.1 8.0 7.9主としてスチール製の容器

3.7 3.7 3.6 3.6 3.5主としてアルミ製の容器

（合計） （合計） （合計） （合計） （合計）無色のガラス製容器

3.1 3.0 3.0 3.0 3.0

（独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量）（引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量）

3.1 0 3.0 0 3.0 0 3.0 0 3.0 0

（合計） （合計） （合計） （合計） （合計）茶色のガラス製容器

8.6 8.5 8.5 8.4 8.3

（独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量）（引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量）

8.6 0 8.5 0 8.5 0 8.4 0 8.3 0

（合計） （合計） （合計） （合計） （合計）その他のガラス製容器

2.4 2.4 2.4 2.4 2.3

（独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量）（引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量）

2.4 0 2.4 0 2.4 0 2.4 0 2.3 0

主として紙製の容器であ

って飲料を充てんするた

0.7 0.7 0.7 0.7 0.7めのもの（原材料として

アルミニウムが利用され

ているものを除く。）

45.1 44.5 43.8 43.2 42.5主として段ボール製の容器

（合計） （合計） （合計） （合計） （合計）主として紙製の容器包装

12.9 12.8 12.6 12.5 12.4であって上記以外のもの

（独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量）（引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量）

12.9 0 12.8 0 12.6 0 12.5 0 12.4 0

（合計） （合計） （合計） （合計） （合計）主としてポリエチレンテ

5.9 5.8 5.8 5.7 5.6レフタレート(PET) 製の

容器であって飲料又はし

（独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量）ょうゆその他主務大臣が （引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量）

5.9 0 5.8 0 5.8 0 5.7 0 5.6 0定める商品を充てんする

ためのもの

（合計） （合計） （合計） （合計） （合計）主としてプラスチック製

20.8 20.6 20.4 20.2 20.0の容器包装であって上記

以外のもの

（独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量）（引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量）

20.8 0 20.6 0 20.4 0 20.2 0 20.0 0

（合計） （合計） （合計） （合計） （合計）（うち白色トレイ）

0 0 0 0 0

（独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量） （独自処理量）（引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量） （引渡量）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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９．各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量及び

容器包装リサイクル法第２条第６項に規定する主務省令で定める物の量の見込

みの算定方法

特定分別基準適合物等の量及び容器包装リサイクル法第２条第６項に規定す

る主務省令で定める物の量の見込み

＝ 排出原単位（１人当たりの排出量）×人口予測×365日×回収率

１０．分別収集を実施する者に関する基本的な事項（法第8条第2項第5号）

容器包装廃棄物の分別の区分ごとの分別の実施者等は、表－３のとおりであ

る。

表－３ 分別収集の実施主体

容 器 包 装 廃 棄 物 収集に係る

収 集 ・ 運 搬 段 階 選別・保管等段階

の 種 類 分別の区分

金 スチール製容器

缶 類 町村による定期回集 一部事務組合

属 ア ル ミ 製 容 器

無色のガラス製容器

び

び ん 類 町村による定期回集 一部事務組合茶色のガラス製容器

ん

その他のガラス製容器

飲料用紙製容器 紙 パ ッ ク 町村による定期回集 一部事務組合

紙 段 ボ ー ル 段 ボ ー ル 町村による定期回集 一部事務組合

その他の紙製容 紙製容器包装 町村による定期回集 一部事務組合

器包装

プ ペ ッ ト ボ ト ル ﾍ ﾟ ｯ ﾄ ﾎ ﾞ ﾄ ﾙ 町村による定期回集 一部事務組合

ラ

ス

チ プラスチック 町村による定期回集 一部事務組合その他のプラスチ

ッ 製容器包装ック製容器包装

ク

注）一部事務組合とは、羽幌町外２町村衛生施設組合である。
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１１．分別収集の用に供する施設の整備に関する事項（法第8条第2項第6号）

平成14年度に整備されたリサイクルプラザ及びストックヤードにおいて選別

・圧縮・保管を行う。

表４－１ 処理の段階ごとの分別収集の用に供する施設の種類

処理の段階 区 分 仕様(形状､形式､能力､数量等)

共通集積場所利用
排 出 集積場所

専用集積場所設置

共通車両利用
収集・運搬 収集車両

専用車両利用

選別・保管 リサイクルプラザ 資 源 ご み：選別・圧縮・梱包
２ストックヤード 保管場所面積：計900ｍ

表４－２ 分別収集の用に供する施設整備計画の例

分別収集する容器 収 集 に 係 る 収集容器 収 集 車 保 管 場 所

包装廃棄物の種類 分 別 の 区 分

ス チ ー ル 製 容 器

缶類 リサイクル

ア ル ミ 製 容 器 プラスチ プラザ

ック 4t平ボディ車 （選別・

無色のガラス製容器 コンテナ 4t 圧縮施設）分別パッカー車

茶色のガラス製容器 びん類 ストック

ヤード

その他のガラス製容器

飲 料 用 紙 製 容 器 紙パック

縛る 4t平ボディ車

段 ボ ー ル 段ボール

紙製容器包装その他の紙製容器包装

ペ ッ ト ボ ト ル ペットボトル 袋 4t平ボディ車

分別パッカー車4t

その他のプラスチ プラスチック

ック製容器包装 製容器包装
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表４－３ 分別収集に必要な施設計画の具体例（その１）

対象とする容器 施設等の仕様（形状、形 管理 参 考 欄

施 設 の 種 類 包装廃棄物の種 式、能力、数量等）及び 主体 （現有施

類、量等 整備計画 等 設状況）

【排出段階】

1.排出容器 （仕様） 町村 平成13年

1-1 箱型 a.缶類（ｱﾙﾐ缶､ 材質：プラスチック 4月から､

コンテナ ｽﾁｰﾙ缶一括） 容量：50～100㍑ 分別収集

b.びん類（無色 数量：ｽﾃｰｼｮﾝ 開始1カ所当たり2～5個

茶色、その他

一括）

1-2 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ c.ペットボトル 材質：ポリエチレン

容量：250㍑製袋

1カ所当たり2～3袋数量：ｽﾃｰｼｮﾝ

2.集積場所 a～c 従来の集積場所の利用 町村
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表４－３ 分別収集に必要な施設計画の具体例（その２）

対象とする容器 施設等の仕様（形状、形 管理 参 考 欄

施 設 の 種 類 包装廃棄物の種 式、能力、数量等）及び 主体 （現有施

類、量等 整備計画 等 設状況）

【運搬段階】

1.専用車両 a.缶類 型 式：平ボディ車 町村 平成13年

b.びん類 積載量： 4ｔ 度から専

c.ペットボトル 数 量： 4台 用車で収

d.飲料用紙製容 集開始

器 型 式：分別ﾊﾟｯｶｰ車

e.段ボール 積載量： 4ｔ

f.プラスチック 数 量： 1台

製容器包装

g.紙製容器包装
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表４－３ 分別収集に必要な施設計画の具体例（その３）

対象とする容器 施設等の仕様（形状、形 管理 参 考 欄

施 設 の 種 類 包装廃棄物の種 式、能力、数量等）及び 主体 （現有施

類、量等 整備計画 等 設状況）

【中間処理段階】 （整備年度）

リサイクル 平成14年11月から

プラザ 供用開始

1.ストックヤ a.缶類 形状：上屋付ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ 組合 平成14年

ード b.びん類 ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞｽﾍﾟｰｽ： 11月稼動

㎡c.ペットボトル 36m×25m＝900

d.飲料用紙製容

器

e.段ボール

f.プラスチック

製容器包装

g.紙製容器包装

2.圧縮設備 a.缶類 能力：350kg／5h(ｽﾁｰﾙ) 組合 平成14年

130kg／5h(ｱﾙﾐ) 11月稼働

型式：油圧一方締式

数量：1基

3.ｶﾚｯﾄ破砕機 b.ガラスびん 能力：1,200kg／5h 組合 平成14年

型式：回転式 11月稼働

数量：3基

4.圧縮梱包機 c.ペットボトル 能力：80～100kg／h 組合 平成14年

型式：一方方向縦押し式 11月稼働

数量：1基

主要機器：油圧ポンプ等

5.紙類圧縮梱 d.飲料用紙製容 能力：550kg／h 組合 平成14年

包機 器 型式：油圧一方締式 11月稼働

e.段ボール 数量：1基

f.プラスチック

製容器包装

g.紙製容器包装
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１２．その他容器包装廃棄物の分別収集の実施に関し重要な事項

（法第8条第2項第7号）

分別収集計画を実効あるものとするため、次に掲げる事項について取り組む

こととする。

（１）住民の積極的な協力が得られるよう広報、パンフレット、町内会への説明

会及びリサイクルプラザ施設見学会などによって働きかける。

（２）容器包装廃棄物が排出されたとき、分別の区分と基準にしたがって適正に

排出されるように、集積場所を管理する町内会へ回収機材の貸与などの支援

を行う。

（３）公共施設など人の集まる場所において容器包装廃棄物が排出されたとき、

分別の区分と基準にしたがって適正に排出されるように、回収ボックスの設

置をする。

（４）毎年度、分別収集計画記載事項の実績を確認、記録し、３年後の計画改定

時には、その記録を基に事後評価を行うこととする。


